特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース12年10月25日431号

会誌33号　過去最高ページ数219ページを印刷　
輪転機のハイスピードでの印刷作業　21日山田さんが午前中、沢内孝夫さんが午後と半日ずつ印刷の応援、翌22日には山本さんが製本の事前準備と印刷支援、森島さんがチラシの折込と里山農園百円コーナーの陳列と併せて応援いただく。
これまでは輪転機の印刷スピードは、普通状態で作業を行っていました。今回は教師経験者の山田さんや沢内さんが来ていただいたので、ハイスピードでの印刷を初めて使用しました。これまでは3日間の印刷が1日と4時間に短縮軽減できました
33号の原稿の集まり具合が遅れ気味でどうなることかと気をもみました。途中で部門担当者の体調が悪くなり急きょ体制を組みなおすなど、アクシデントがあり不十分な臨時対応となりましたが、多くの方々の協力があって、結果として219頁という史上最高のページ数に達しました。ありがとうございました。24日午後から製本作業を進めました。手元に届きましたら、ご感想をお寄せくださいね。
25日　京都弁護士会　自然保護部会から司法修習生14名来所予定　
普賢寺の里山農園（休耕田の復旧）　ふれあいの駅をめぐる農業問題　同志社山手の住宅開発地の視察　木津川河床低下の現状　城陽市のあらす地での視察交流をめぐる。見学場所6か所を計画して提示しました。それぞれ移動時間を含めて1時間の行程です。かなり強行軍なプログラムです。精華町の企画調整課や京田辺市、アスピアからそれぞれ冊子の提供をいただき資料は一応そろえることが出ました。深田理事長や沢内さん播川さんなども同行いただく予定となっています。
京田辺市民文化祭　出展準備点検
年間活動の中で、広く市民に活動紹介の場面はこうした展示発表の場しかありません、新聞でのイベント紹介だけでは深く日ごろの活動を見ていただくにはこうした展示発表の場しかなく、それも2日間にわたるので、かなりしっかりした図表なしには説明がつきません。個人による成果（写真や作品）の羅列になれば組織のみんなで取り組んできたものが趣味の会の発表となんら変わらなくなりそれでは里山の会としての存在感がなくなってしまいますので、ここが工夫のしどころです。
つるかごつくり　22日　20個完成　初体験とは思えない素晴らしい出来栄えでした。9人の参加がありました。
10月は11月に開催される市民文化祭への出展目指す取り組みが進みます。里山の会では何はともあれ地味ですが人気が定着してきている藤づるによるかごの人気は底堅く、みんなで製作した作品は毎年完売します。例年、昼食の時間を過ぎると買い手が素通りしてしまうような厳しい雰囲気がありますので、午前中が勝負時です。
松かさツリーの台座　切り揃え完成22日
里山の会がイベントに参加するときの基本姿勢は、できる限り「参加型」を基本にしてきました。一般的にはお客さんとしてもてなすのが常識ですが、お金を払ってもらってでも自分で作り上げていただくために模擬店や出店を行っています。松かさツリーも近藤宏一さんが提案していただいたときにみんなで相談して基本姿勢を決めました。京田辺市のナンキンハゼの実と松ぼっくりを拾い集めて台座を枯枝で細工して材料を整えて作る順序を確立しました。その台座が不足しましたので今回500個ほど作り上げました。
里山農園　黒豆の収穫進む　枝豆の販売　塩ゆでが大変美味しい　　
播川さん事務局会議に持参大いに進む24日
先週収穫した黒豆はゆでて食べると本当に甘くておいしいものでした。できることなら11月3・4日の市民文化祭で販売すれば人気商品になるのではないでしょうか。豆の品質がもう少し日持ちすれば多くの皆さんに本当の味を味わってもらえるのではないかと考えています。播川副理事長さんは、収穫した枝豆を事務局会議に奥さんの助言があってゆでて持ち込んでいただきました。
出席の皆さんはおいしいおいしいの連発で試食していただきました。

「大阪市立自然史博物館2012フエスタ」と「京田辺中部住民センターのせせらぎ祭り」が同日同時刻に重複が明らかに　対応大わらわ
各年に開催されてきたフエスタですが、今年は里山の会からはイタセンパラの回復への取組みや木津川の河床低下について展示発表を考えています。このフエスタは約100団体を超える参加が広い地域からの出展があり、手作りですがかなり広い範囲からの参加があり内容の豊かさでは群を抜いたものです。今年は展示発表に加えてワークショップや講演内容では里山の会から見ると、のどから手が出そうなものばかりです。ぜひ多くの方々のご参加を強くお願いします。

京都木津川マラソン整備協力金負担地利用の駐車場利用申込状況　昨年度同日比較で10台分上回って入金が進む
30回大会の種目のうちフルマラソン（42.195㎞）ハーフマラソンの出場募集は定員に達しましたので締め切りとなりました。5㎞都3㎞ファミリー部門は月末まで受け付けることにしています。整備協力金負担による駐車利用の申し込みは例年に比べて10名ほどの増加となっています。受付制限は南・東の2か所で200台となっていますが、かなりのハイピッチでの申込み状況となっています。
市民文化祭模擬店及び展示説明ガイド要員が大量必要でかなりピンチが予想される　更に多くの応援者を募る
今回の市民文化祭ではこれまでになくスタッフが不足する見込みです。前号でもお知らせしましたが、展示作品ではかなり幅広いものになります。従って市民の方々にやさしく説明をしないと通り過ぎていくだけになりかねません。せっかくの発表作品についてしっかりガイドしないともったいないと思われます。できるだけ身近なところの話題にと工夫がありますが、模擬店と同時進行となりますので、ガイド係りの役割が非常に大きいと思います。多くの皆さんのご協力をお願いします。
30日市民文化祭リハーサル午後1時よりセセラギホール
京田辺市民文化祭では各課題への挑戦で、調査や観察してきたことを初めて見ていただく皆さんにわかりやすく語りかけ、わかりやすい表現をどのように行うのかを考えようと工夫することを申し合わせました。
なかなか通りすがりの方々に訴えること足を止めていただけるようにすることは難しいことですが、そうでないと自己満足に終わると思います。時間がなく多方面で行動しなければならないので厳しいところですが頑張っていくことで一致しました。
24日の事務局会議より
京田辺・精華・木津川学研都市行政連絡会KSKネットワークが発行している冊子の地図を使って山城の問題点を確認しました。
二か所で発見したカスミサンショウオの生育地の確認や里山農園の位置、14日に出かける交野のハイキングコースの場所や天の川や穂谷川、防賀川などを京阪奈という3府県にまたがった広い視野で確認しました。
山の会ではこれまで府県の範囲を超えて判断をする機会は少なく、事務局メンバーの皆さんは広域な視点での地図を眺められ、活動範囲を改めて認識する会議となりました。
週刊ニュースを全会員さんに届けようと努力をしています　メールやＦＡＸ番号をお知らせください

郵送希望者には　郵送料のご負担をお願いいたします。　1か月分まとめて100円をお願いします。電話待つ

